
東
日
本
会
社
は
６
月
10
日
、「
基

準
内
賃
金
の
２
・
４
カ
月
分
に
５

千
円
を
加
え
た
額
」（
前
年
比
０
・

51
カ
月
減
）
と
回
答
。
北
海
道
会
社

は
６
月
19
日
に
「
基
準
内
賃
金
の

１
・
79
カ
月
分
」（
前
年
比
０
・
22

カ
月
減
）
と
回
答
し
た
。

貨
物
１
・
75
カ
月
の

低
額
回
答

貨
物
会
社
は
６
月
12
日
に
「
基

準
内
賃
金
の
１
・
75
カ
月
分
」（
前

年
比
同
月
数
）
と
回
答
。
席
上
本
部

は
「
２
０
１
９
年
度
決
算
が
増
収

増
益
に
よ
り
10
期
連
続
の
黒
字
を

確
保
す
る
下
で
、
業
績
の
還
元
を

一
切
行
わ
な
い
も
の
で
し
か
な

く
、
自
然
災
害
か
ら
の
回
復
や
収

入
改
善
に
奮
闘
す
る
社
員
に
報
い

る
こ
と
な
く
、
新
た
な
コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
不
安
を
理
由
に
社
員
に
責

任
転
嫁
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し

て
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
「
持
ち

帰
り
検
討
」
と
し
た
。

本
部
は
直
ち
に
闘
争
指
示
68
号

を
発
し
、貨
物
会
社
の
低
額
回
答
に

対
し
て
、全
国
の
職
場
か
ら
抗
議
行

動
を
19
日
正
午
ま
で
展
開
し
た
。

同
日
午
後
、
２
０
２
０
年
度
夏

季
手
当
に
つ
い
て
、
本
部
は
、
闘
い

の
経
過
と
課
題
を
明
ら
か
に
し
な

が
ら
、
組
合
員
・
家
族
の
生
活
等

を
考
慮
し
、
妥
結
に
あ
た
っ
て
の

「
本
部
見
解
」
を
発
し
た
。

貨
物
「
20
夏
季
手
当
」
の

妥
結
に
あ
た
っ
て
（
要
旨
）

今
夏
季
手
当
の
闘
い
は
、５
月
14

日
の
国
労
統
一
要
求
３
・
０
カ
月

分
の
申
し
入
れ
以
降
、６
月
12
日
の

回
答
ま
で
４
回
の
交
渉
を
積
み
重

ね
て
き
た
。
交
渉
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
の
拡
大
に
伴

い
、
収
入
動
向
、
２
０
１
９
年
度
決

算
な
ど
、従
来
と
異
な
る
取
り
扱
い

に
な
っ
た
が
、「
賃
金
・
生
活
実
態

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」の
結
果
に
基
づ

く
要
求
の
正
当
性
を
明
確
に
し
た

団
体
交
渉
の
強
化
、
会
社
側
の
「
考

え
方
」
に
対
す
る
要
請
行
動
な
ど
、

宣
伝
行
動
と
総
対
話
を
重
視
し
、夏

季
手
当
カ
ベ
新
聞
６
号
を
発
行
し

て
き
た
。
地
方
の
取
り
組
み
で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

の
影
響
に
よ
り
行
動
が
制
限
さ
れ

る
中
で
、
独
自
ビ
ラ
等
の
発
行
、
現

場
長
申
し
入
れ
、中
央
の
交
渉
に
呼

応
し
た
本
社
・
支
社
・
支
店
へ
の

要
請
行
動
、全
て
の
社
員
を
対
象
と

し
た
オ
ル
グ
活
動
な
ど
、創
意
工
夫

し
た
取
り
組
み
を
全
力
で
展
開
し

て
き
た
。

昨
年
度
決
算
は
、
連
結
経
常
利

益
89
億
円
、
単
体
経
常
利
益
71
億

円
の
経
常
黒
字
と
な
り
、
10
期
連

続
の
黒
字
を
確
保
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
事
実
を
直
視
す
る
こ
と
な

く
、
回
答
書
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
の
影
響
に
よ
る

先
行
き
不
透
明
を
低
額
回
答
に
留

め
る
理
由
と
し
、「
新
し
い
人
事
制

度
」
の
定
着
を
図
る
と
し
な
が
ら
、

低
額
回
答
を
最
終
回
答
と
す
る
姿

勢
は
「
新
し
い
人
事
制
度
」
の
大
義

を
自
ら
否
定
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
74
億
円
の
経
常
黒
字
を
確

保
し
た
90
年
度
決
算
を
踏
ま
え
た

91
年
度
の
夏
季
手
当
は
２
・
４
カ

月
、
年
末
手
当
は
３
・
05
カ
月
を

回
答
し
て
い
る
が
、「
何
故
、
夏
季

手
当
１
・
75
カ
月
な
の
だ
」
と
率

直
な
組
合
員
の
声
も
出
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
背
景
に
は
、
経
営
自
立
計

画
は
も
と
よ
り
、
年
初
の
事
業
計

画
に
お
け
る
鉄
道
事
業
部
門
の
黒

字
化
を
は
じ
め
と
し
た
経
営
課
題

を
達
成
さ
せ
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
。
２
０
１
６
年
度
、
17
年
度
と

連
続
し
て
過
去
最
高
益
を
更
新

し
、
２
０
１
９
年
度
決
算
も
増
収

増
益
の
経
営
状
況
か
ら
貨
物
会
社

に
は
国
労
要
求
に
応
え
る
体
力
は

十
分
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
低
額
回

答
を
繰
り
返
す
会
社
の
姿
勢
を
批

判
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
部
は
本
日
、
夏
季
手
当
に
お

け
る
闘
い
の
経
過
と
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
も
と
で
、
組
合
員
・
家

族
の
生
活
等
を
考
慮
し
「
２
０
２

０
年
度
夏
季
手
当
」
に
つ
い
て
妥

結
す
る
こ
と
と
し
た
。
夏
季
手
当

満
額
獲
得
に
向
け
た
全
国
か
ら
の

奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み

に
改
め
て
感
謝
し
つ
つ
「
２
０
２

０
年
度
夏
季
手
当
」
の
妥
結
に
あ

た
っ
て
の
本
部
見
解
と
す
る
。

２
０
２
０
年
６
月
19
日

国
鉄
労
働
組
合
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５
・
18

政
府
・
与
党
が
検
察

庁
法
の
今
国
会
成
立
見
送
り

５
・
20

春
の
選
抜
に
続
き
夏

の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

も
中
止
を
決
定
▽
韓
国
元
従
軍

慰
安
婦
支
援
団
体
が
寄
付
金
の

不
正
流
用
疑
惑
で
家
宅
捜
索

５
・
21

東
京
高
検
の
黒
川
検

事
長
が
緊
急
事
態
下
で
の
賭
け

マ
ー
ジ
ャ
ン
認
め
、
辞
職
へ

５
・
25

政
府
が
コ
ロ
ナ
特
措

法
に
も
と
づ
く
緊
急
事
態
宣
言

を
全
面
解
除
▽
白
人
警
官
に
首

を
押
し
つ
け
ら
れ
て
黒
人
男
性

死
亡
、
抗
議
は
全
米
50
州
へ

５
・
28

中
国
全
人
代
が
香
港

の
治
安
統
制
を
強
化
す
る
国
家

安
全
法
制
を
採
択
し
て
閉
幕
、

「
一
国
二
制
度
」
が
危
機
に

６
・
１

パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
施

行
、
指
針
の
具
体
化
が
課
題
▽

国
の
持
続
化
給
付
金
事
業
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
推
進
協

議
会
が
電
通
な
ど
に
再
委
託
、

不
透
明
な
金
の
流
れ
に
批
判

６
・
４

天
安
門
事
件
か
ら
31

年
、
香
港
で
１
万
人
が
追
悼
、
国

家
安
全
法
制
へ
の
反
対
訴
え

６
・
５

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者

の
父
、
横
田
滋
さ
ん
が
死
去

６
・
７

沖
縄
県
議
選
、
辺
野

古
移
設
反
対
議
員
が
過
半
数

月
間

今
年
は
、
異
常
な
事

態
が
日
常
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
に
向

け
、
国
民
全
体
が
、
予

防
と
自
粛
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る

▼
Ｊ
Ｒ
各
社
で
は
、
一
部
テ
レ
ワ

ー
ク
や
在
宅
勤
務
、
会
社
に
よ
っ

て
は
一
時
帰
休
ま
で
が
導
入
さ
れ

る
も
、
私
の
周
り
で
は
輸
送
業
務

と
い
う
特
殊
性
か
ら
、
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
勤
務
体
系
が
続
い
た
▼

緊
急
事
態
宣
言
発
令
下
の
通
勤

は
、
１
時
間
を
超
え
る
電
車
通
勤

が
ガ
ラ
ガ
ラ
で
快
適
に
さ
え
感
じ

た
が
、
５
月
末
の
宣
言
解
除
か
ら

徐
々
に
以
前
へ
の
戻
り
が
加
速

し
、
６
月
末
時
点
の
現
在
で
は
、
以

前
と
変
わ
ら
な
い
状
態
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
第
２
波

が
い
つ
襲
っ
て
き
て
も
不
思
議
で

な
い
環
境
を
、
身
近
な
社
会
生
活

か
ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
▼

妻
は
息
子
夫
婦
が
母
へ
の
感
染
防

止
か
ら
往
来
を
避
け
た
た
め
、
精

神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
孫
の

発
熱
に
よ
る
緊
急
入
院
で
、
悲
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
▼
そ
ん

な
国
民
生
活
を
社
会
が
ど
の
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
、
安
心
を
保
障
し

て
く
れ
て
い
る
の
か
？
個
人
が
一

律
に
受
け
ら
れ
る
サ
ポ
ー
ト
は
、

一
家
族
に
２
枚
の
布
マ
ス
ク
と
、

特
別
定
額
給
付
金
の
10
万
円
だ
け

で
あ
る
▼
私
の
自
宅
に
は
、
６
月

上
旬
に
マ
ス
ク
が
、
中
旬
に
給
付

金
の
申
請
が
届
い
た
。
毎
日
ド
ラ

ッ
グ
ス
ト
ア
を
回
り
マ
ス
ク
を
探

し
て
い
た
３
月
・
４
月
に
は
ど
こ

に
も
な
く
、
い
よ
い
よ
店
先
に
出

始
め
た
頃
に
届
い
た
マ
ス
ク
に
は

ま
っ
た
く
興
味
も
わ
か
な
い
。
必

要
な
と
き
に
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
の

で
き
る
政
府
が
、
今
求
め
ら
れ
て

い
る
。【
桜
】
は
と
っ
く
に
散
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
国
民
の

力
で
分
か
ら
せ
る
し
か
な
い
。（
宮
）

２
０
２
０
年
度
夏
期
手
当
獲
得
の
取
り
組
み
は
、
春
闘
時
に
新
賃
金
要
求
と
並
行
で
交
渉
し

て
き
た
Ｊ
Ｒ
東
海
・
西
日
本
・
四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
九
州
は
既
に
妥
結
し
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、貨
物
に
つ

い
て
は
５
月
14
日
に
「
基
準
内
賃
金
３
・
０
カ
月
分
」、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
つ
い
て
は
「
基
準
内
賃

金
２
・
５
カ
月
プ
ラ
ス
３
万
円
」
を
求
め
る
要
求
書
を
提
出
し
、
交
渉
を
積
み
重
ね
た
。

佐
々
木
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶

の
あ
と
、
松
川
委
員
長
か
ら
座
長

就
任
の
挨
拶
を
う
け
、
報
告
・
討

議
事
項
へ
と
移
っ
た
。

１
．
２
０
２
０
年
度
夏
季
手
当
獲

得
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
部
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
関
し

て
木
村
調
査
部
長
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
に
関
し
て
佐
々
木
副
委
員
長
か

ら
経
過
及
び
回
答
状
況
が
報
告
さ

れ
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
関

し
て
伊
藤
委
員
長
（
北
海
道
）、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
関
し
て
大
沼
委
員
長

（
東
日
本
）
の
報
告
を
受
け
、
全
体

で
夏
季
手
当
の
取
り
組
み
関
し
て

確
認
し
た
。

２
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
帰
休
が
実
施

さ
れ
た
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
西
日

本
・
四
国
・
九
州
で
の
実
施
状
況

が
報
告
さ
れ
、「『
属
人
に
特
化
せ

ず
、
平
等
に
実
施
す
る
』
こ
と
を
確

認
し
た
が
、
職
場
に
よ
っ
て
は
病

弱
者
等
に
実
施
し
、『
仕
事
が
出
来

な
い
人
が
一
時
帰
休
に
な
る
』
と

い
っ
た
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
」「
乗

務
員
は
手
当
分
が
減
給
と
な
っ

た
」
な
ど
の
問
題
点
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

関
連
会
社
の
労
働
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

宮
﨑
総
務
財
政
部
長
か
ら
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

３
．
第
89
回
定
期
全
国
大
会
に
つ

い
て

２
０
２
０
年
度
全
国
大
会
代
議

員
39
名
の
確
定
が
確
認
さ
れ
た
。

全
国
大
会
は
感
染
の
リ
ス
ク
を

避
け
る
た
め
、
９
月
17
日
15
時
か

ら
18
日
17
時
ま
で
東
京
都
港
区
の

交
通
ビ
ル
Ｂ
１
Ｆ
会
議
室
で
、
従

来
よ
り
も
日
程
を
短
縮
し
て
開
催

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
の
観
点
か
ら
従
来
の
よ
う
な

大
会
開
催
は
不
可
能
な
こ
と
か

ら
、
来
賓
及
び
傍
聴
者
の
取
り
扱

い
に
関
し
て
は
中
央
執
行
委
員
会

で
判
断
す
る
と
な
っ
た
。

４
．
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金
の
一
部
運

用
と
交
付
金
に
つ
い
て

確
定
し
た
２
０
１
９
年
度
に
お

け
る
運
用
と
交
付
金
額
の
確
認
が

行
わ
れ
た
。
２
０
２
０
年
度
に
お

け
る
運
用
と
予
算
化
に
つ
い
て
、

宮
﨑
総
務
財
政
部
長
よ
り
提
案
が

行
わ
れ
、
問
題
点
の
整
理
を
図
る

こ
と
と
し
た
。

５
．
第
89
回
定
期
全
国
大
会
ま
で

の
「
当
面
す
る
闘
争
方
針

（
案
）」
の
提
起
に
つ
い
て

７
月
開
催
予
定
の
全
国
大
会
が

９
月
に
延
期
さ
れ
た
事
に
伴
い
、新

年
度
か
ら
全
国
大
会
ま
で
の
期
間
、

運
動
を
停
滞
さ
せ
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
の
「
当

面
す
る
闘
争
方
針
」に
つ
い
て
佐
藤

書
記
長
よ
り
提
案
が
行
わ
れ
た
。

最
終
案
を
７
月
18
日
に
開
催
さ

れ
る
全
国
代
表
者
会
議
で
提
案

し
、
全
体
の
意
思
統
一
を
図
る
こ

と
と
し
、
そ
の
間
、
方
針
（
案
）
の

肉
付
け
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
、
６
．
「
組
織
拡
大
・
全
国

統
一
行
動
」の
具
体
的
展
開
に
つ
い

て
、７
．
労
働
条
件
改
善
と
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
を
め
ざ
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
し
、最
後
に
佐
藤

書
記
長
の
ま
と
め
を
も
っ
て
エ
リ

ア
代
表
者
会
議
を
終
え
た
。

　

　

　

　

 

　

　

　

　

　 

　 

2020年度夏季手当の回答状況 2020年６月　国鉄労働組合

会社名

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物
ソフト
バンク

1.79ヵ月

2.40ヵ月

2.95ヵ月

2.69ヵ月

1.89ヵ月

2.48ヵ月

1.75ヵ月

4.40ヵ月

2.01ヵ月

2.91ヵ月

3.05ヵ月

2.74ヵ月

1.89ヵ月

2.56ヵ月

1.75ヵ月

4.10ヵ月

7月 3 日

6月29日

6月30日

6月30日

7月 3 日

6月30日

7月 7 日

6月30日

6月19日

6月10日

3月13日

3月11日

3月19日

3月13日

6月12日

5月27日

6月22日

6月11日

3月16日

3月19日

3月19日

3月16日

6月19日

6月 5 日

0.22ヵ月減

0.51ヵ月減

0.10ヵ月減

0.05ヵ月減

同月数

0.08ヵ月減

同月数

0.30ヵ月増

本年度実績前年度実績 支払日 前年比 回答日 妥結日 特記事項

年間臨給5.38ヵ月

プラス5000円

　

　

　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
国
労
本
部
は

７
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
国
労
第
89
回
定
期
全
国
大
会
の
延

期
を
判
断
し
、
９
月
17
日
～
18
日
に
東
京
都
港
区
・
交
通
ビ
ル
に

て
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

国
労
本
部
は
、
年
度
が
替
わ
る
７
月
か
ら
全
国
大
会
ま
で
の
間
、

運
動
を
停
滞
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、
６
月
27
日
に
エ
リ
ア
代
表

者
会
議
を
開
催
し
、
全
国
大
会
ま
で
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

北
海
道
・
九
州
・
本
州
３
社
が
減
額

【
国
労
第
89
回
定
期
全
国
大
会
を
９
月
17
日
～
18
日
に
開
催
決
定
】

エ
リ
ア
代
表
者
会
議
開
催

提
案
す
る
佐
藤
書
記
長



２０２０年７月１日（水曜日） 第３２４０号（ 2 ）
毎 月 １ 日 発 行
１  部  ４ ０  円（ ）

３
月
19
日
、
大
阪
市
の
松
井
市

長
は
、
兵
庫
県
と
大
阪
府
の
間
に

不
要
不
急
の
往
来
を
20
日
か
ら
自

粛
す
る
よ
う
に
呼
び
掛
け
る
よ
う

に
国
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

国
労
近
畿
地
本
は
、
滋
賀
、
京

都
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山

の
組
合
員
で
構
成
す
る
機
関
で

す
。
役
員
会
議
、
学
習
会
な
ど
は
そ

れ
ぞ
れ
の
府
県
を
ま
た
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

３
月
21
日
は
、
近
畿
地
本
・
執

行
委
員
会
は
通
常
通
り
、
大
阪
・

天
満
の
事
務
所
で
開
催
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
４
月
の
「
４
・
18
安

全
集
会
」
は
、
組
合
員
の
感
染
リ
ス

ク
を
考
え
る
と
中
止
決
定
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

３
月
初
め
か
ら
こ
の
21
日
ま
で

の
議
論
は
、
組
合
員
や
Ｊ
Ｒ
社
員

が
「
感
染
し
た
ら
」
ど
う
会
社
に
対

応
さ
せ
る
の
か
が
議
論
の
中
心
で

し
た
。

４
月
４
日
に
出
し
た
要
求
は
、

概
ね
①
感
染
し
出
社
で
き
な
い
社

員
の
賃
金
は
１
０
０
％
保
証
、
②

小
学
校
等
の
臨
時
休
校
に
伴
い
、

育
児
が
発
生
す
る
社
員
に
「
育
児

休
暇
」「
介
護
休
暇
」
で
対
応
し
、
賃

金
は
１
０
０
％
保
証
す
る
こ
と
、

③
保
存
休
暇
の
使
用
制
限
の
撤

廃
、
④
今
後
、
予
定
さ
れ
て
い
る
会

社
施
策
（
合
理
化
提
案
等
）
の
事
案

に
つ
い
て
、
当
面
の
間
凍
結
す
る

こ
と
で
し
た
。

そ
の
後
も
議
論
を
重
ね
、「
感
染

防
止
、母
胎
保
護
の
観
点
か
ら
妊
娠

さ
れ
て
い
る
社
員
に
つ
い
て
自
宅

勤
務
に
す
る
こ
と
」「
社
員
の
出
社

制
限
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
」な

ど
が
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
要
求
を
国
労
西
日
本
本
部
に

提
出
し
、迅
速
に
団
体
交
渉
等
を
対

応
し
て
頂
き
ま
し
た
。

３
月
21
日
以
降
は
、
組
合
員
・

社
員
を
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
か

ら
い
か
に
守
る
の
か
が
議
論
の
中

心
と
な
り
ま
し
た
。
乗
務
員
や
駅

社
員
が
コ
ロ
ナ
感
染
に
不
安
を
抱

え
て
い
る
こ
と
、
現
場
の
対
策
が

全
く
な
い
こ
と
に
不
満
が
寄
せ
ら

れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

会
社
か
ら
マ
ス
ク
の
支
給
や
ア

ル
コ
ー
ル
の
設
置
は
あ
る
も
の

の
、
駅
利
用
者
と
の
接
触
で
の
感

染
リ
ス
ク
、
対
策
も
な
い
会
議
室

で
の
勉
強
会
や
研
修
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
組
合
員
は
、
思
い
つ

く
ま
ま
の
対
策
や
要
求
を
現
場
で

出
し
始
め
ま
し
た
。
な
に
も
対
策

し
な
い
学
習
会
・
研
修
は
出
席
し

な
い
、
駅
の
窓
口
は
自
分
た
ち
で

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
囲
み
感
染
リ

ス
ク
を
抑
え
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
で
は
当

た
り
前
の
駅
窓
口
の
風
景
で
す

が
、
組
合
員
や
社
員
の
努
力
で
す
。

国
労
近
畿
地
本
の
執
行
委
員
会
の

対
策
は
次
の
通
り
で
す
。
４
月
２

日
の
執
行
委
員
会
は
、
家
を
出
る

前
に
体
温
を
測
り
、
い
つ
も
よ
り

広
い
会
議
室
で
開
催
し
、
４
月
・

５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
会
議
と

レ
ク
の
中
止
を
決
め
ま
し
た
。

４
月
７
日
に
東
京
都
を
始
め
大

阪
府
や
兵
庫
県
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、４
月
18
日
の
執
行
委

員
会
は
レ
ジ
メ
や
資
料
を
あ
ら
か

じ
め
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
で
配
信
し
、

時
間
を
決
め
て
執
行
部
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ン
で
質
問
や
了
解
・
承
認
を

も
ら
う
こ
と
と
し
開
催
し
ま
し
た
。

５
月
２
日
の
執
行
委
員
会
は
、

執
行
部
ラ
イ
ン
で
テ
レ
ビ
通
話
が

出
来
る
こ
と
を
知
り
、
ラ
イ
ン
テ

レ
ビ
通
話
で
議
論
と
決
定
事
項
の

確
認
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

三
役
会
議
や
執
行
委
員
会
は
、
ラ

イ
ン
テ
レ
ビ
通
話
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
資
料
、
組
合
の
情
報
や
職
場

実
態
や
近
況
も
「
執
行
部
ラ
イ
ン
」

で
共
有
し
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

６
月
か
ら
、「
新
し
い
生
活
様
式
」

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で

経
験
を
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
の

中
で
、
国
労
機
関
を
ど
の
よ
う
に

再
開
す
る
か
、
集
会
や
学
習
会
を

ど
の
よ
う
な
形
態
で
開
催
す
る
か

の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

検
察
庁
法
改
正
案
は
、
検
察
官

の
定
年
を
63
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

上
げ
る
。
検
察
幹
部
は
63
歳
で
ポ

ス
ト
か
ら
退
く
「
役
職
定
年
」
を
新

設
し
た
が
、
内
閣
や
法
相
が
認
め

れ
ば
最
大
３
年
延
長
で
き
る
特
例

を
設
け
た
。

通
常
国
会
で
は
、
野
党
か
ら
こ

の
特
例
に
つ
い
て
「
人
事
へ
の
政

治
介
入
が
可
能
に
な
り
、
検
察
の

独
立
性
が
脅
か
さ
れ
る
」
な
ど
と

批
判
が
相
次
い
だ
。
政
府
が
１
月

に
従
来
の
法
解
釈
を
変
更
す
る
形

で
安
倍
政
権
に
近
い
と
さ
れ
る
黒

川
弘
務
前
東
京
高
検
検
事
長
の
定

年
延
長
を
決
め
た
こ
と
も
あ
り
、

異
例
の
人
事
を
事
後
的
に
正
当
化

す
る
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。

森
法
相
ら
は
定
年
延
長
を
認
め

る
基
準
を
説
明
で
き
ず
答
弁
は
迷

走
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
は
著
名
人

を
含
む
抗
議
の
投
稿
が
大
量
に
拡

散
さ
れ
、
元
検
事
総
長
ら
が
反
対

の
意
見
書
を
法
務
省
に
提
出
す
る

な
ど
世
論
の
反
発
も
強
ま
っ
た
。

内
閣
支
持
率
の
低
下
も
あ
り
、政

府
・
与
党
は
強
行
採
決
を
回
避
し

た
。当
初
は
継
続
審
議
に
す
る
方
針

だ
っ
た
が
、特
例
を
残
し
た
ま
ま
で

は
、国
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
と

判
断
し
、６
月
17
日
の
通
常
国
会
閉

会
で
廃
案
と
な
っ
た
。

政
府
は
こ
の
特
例
を
見
直
し

戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

ほ
か
市
民
有
志
は
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
っ
た
が
、
５
月
19
日
に
国
会

前
で
「
検
察
庁
法
改
正
反
対
！
権
力
の
私
物
化
を
許
さ
な
い
！
安

倍
政
権
退
陣
！
５
・
19
緊
急
国
会
議
員
会
館
前
行
動
」
を
取
り
組

み
、
廃
案
を
訴
え
た
。

問
わ
れ
る
新
し
い
生
活
様
式
で
の

組
合
活
動
の
継
続

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
た
中
で
の
組
合
の
取
り
組
み
を
国
労
近
畿
地
方

本
部
の
仲
間
か
ら
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

検
察
庁
法
改
正
案
は

通
常
国
会
で
廃
案

【

コ

ロ

ナ

禍

で

の

組

合

運

動

報

告

】

投 稿

国会議員会館前で訴える参加者

安
倍
政
権
の

改
憲
発
議
を
阻
止
し
よ
う

戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が

か
り
行
動
実
行
委
員

会
、
安
倍
９
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
は

共
催
で
、
６
月
11
日
に
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
安
倍
改
憲
発
議
　
総
が
か
り

行
動
緊
急
署
名
街
頭
宣
伝
」
を
18

時
か
ら
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
西
口
・
小
田

急
百
貨
店
前
で
取
り
組
ん
だ
。

安
倍
内
閣
が
国
会
内
で
衆
議
院

憲
法
審
査
会
の
強
行
開
催
も
辞
さ

な
い
状
況
の
な
か
、
緊
急
行
動
と

し
て
署
名
街
頭
宣
伝
が
取
り
組
ま

れ
た
。

参
加
者
は
横
断
幕
や
ボ
ー
ド
を

掲
げ
署
名
へ
の
協
力
を
訴
え
た
。

街
頭
宣
伝
は
菱
山
さ
ん
の
司
会

で
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
展
開
さ
れ
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、「
日
本
は

て
、
秋
の
臨
時
国
会
に
出
し
直
す

方
針
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
雇
用
悪
化
を

受
け
安
倍
首
相
が
、「
役
所
先
行
の

定
年
延
長
が
理
解
を
得
ら
れ
る
か

と
い
う
議
論
が
あ
る
の
は
事
実

だ
」
と
後
退
し
た
発
言
を
行
っ
た

よ
う
に
、
私
た
ち
の
権
力
の
私
物

化
を
許
さ
な
い
世
論
喚
起
の
取
り

組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
兵
器
を
買
い
、
ア
メ

リ
カ
の
指
揮
下
で
軍
事
力
を
強
め

て
い
る
。
命
を
大
切
す
る
政
治
を

作
ろ
う
」（
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
）。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
に
雇
用

が
壊
さ
れ
て
い
る
。
命
と
生
活
を

守
る
政
治
を
」（
総
が
か
り
行
動
）、

「
ま
と
も
な
政
治
を
し
な
い
政
権

は
早
く
辞
め
て
も
ら
お
う
。
皆
で

安
倍
政
権
退
陣
の
声
を
上
げ
よ

う
」（
南
部
全
労
協
）
と
訴
え
ら
れ
、

最
後
に
総
が
か
り
行
動
の
高
田
健

共
同
代
表
の
「
再
開
さ
れ
る
国
会

前
で
の
19
日
行
動
で
自
民
党
の
悪

行
を
糾
弾
し
よ
う
」
と
の
挨
拶
で

閉
会
し
た
。

今
国
会
で
の
衆
議
院
憲
法
審
査

会
は
見
送
ら
れ
た
が
、
改
憲
を
狙

う
安
倍
政
権
の
改
憲
発
議
を
止
め

る
た
め
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
創

意
・
工
夫
し
た
行
動
展
開
が
求
め

ら
れ
る
。

総がかり行動

緊急署名街頭宣伝

◎
近
畿
地
方
本
部
・
天
王
寺

車
掌
区
分
会
　
堀
井
基
展

28
歳
　
５
月
31
日
付
　
◎
水

戸
地
方
本
部
　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
会
社
の
仲
間
　
６
月
１
日

付
　
◎
仙
台
地
方
本
部
　
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
仲
間

６
月
１
日
付

組
織
拡
大

速報

署
名
を
訴
え
る
参
加
者


